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＜連絡事項＞
・治癒により処置中止した場合、電子カルテ上で処置中止の指示受けを忘れず行って下さい。
・ＳＳＴ記録で主治医が間違って入力されている事が多々ある為、注意して下さい。また、滝沢　繁倫様は6か月超えなのに、６ヶ月以内で実施されており、再入院している方々は、前回の入院から3ヵ月以内での入院であれば、再入院時からの日数計算ではなく、前回入院時からの日数計算になるという事を周知しておいて下さい。
・4/18（水）、19（木）の２日間、コメディカルスタッフ４名（ＳＷ１名、心理１名、ＯＴ１名、栄養１名）のローテ研修があります。
＜部屋移動予定＞
※明日の大久保　健作様の状態が安定していれば、以下の部屋移動を実施。
・大久保　健作様：Ｂユニット101号室→Ａユニット119号室
・中市　正治様：Ｂユニット103号室→Ｂユニット101号室
・澁谷　兼一様：Ｂユニット101号室→Ｃユニット205号室（電子カルテ上：Ｃユニット201号室）
・山田　テル様：Ｃユニット201号室→Ｂユニット102号室

・居ヶ内　よね様：観察室
（電子カルテ上：Ｂユニット102号室→Ｂユニット101号室or103号室）
＜患者様連絡事項＞
・織笠　キヌエ様～今週中に家族様来院予定。ＬＴオムツプラン①契約、年金確認、私物返却を忘れず行って下さい。尿量に応じて点滴指示ある為、各勤務帯で確実に尿量の申し送りを行って下さい。
・村舘　ミネ様～洗剤の小袋の残数が合わないと訴えあり。同じ物を使用している患者様もおり、スタッフが取り間違えている可能性がある為、使用時には「誰が・いつ・何袋使用したか」明記する様にして下さい。竹内恒子様の洗剤にも記載お願いします。
・南　サイ様～昨日カリウム低く、内服薬処方となていますが、栄養スタッフより情報提供あり、栄養から提供しているイオンゼリーで電解質を補えるとの事。本人へ勧めて下さい。左臀部褥瘡あり、4/25（水）まで処置（アズノール軟膏＋ラップ保護）の指示あり。
・工藤　ツイ子様～主治医面談について主治医へ確認。日程について検討するとの事。明日リーダーはモーニングにて確認をお願いします。点滴が同内容にて２週間分処方となる。
・小笠原　澄子様～採血結果を主治医へ報告、低栄養の為、栄養スタッフと食事内容について検討する様指示あり。ハーフ食＋エプリッチ１本/毎食を完食出来るのであれば、十分な栄養が摂れるとの事。明日朝より、現在の食事＋エプリッチ１本（１食に1/3ずつ）を試験的に行います。問題なく摂れる様であれば、食事形態変更を検討していく。ただし変更後も、、エプリッチの摂取量が半分程度であれば現在のメイバランスミニ1日4本の方が栄養的にはとれるようなので、摂取状況確認して下さい。
・滝沢　繁倫様～仙骨部褥瘡部改善傾向の為、処置内容がゲーベン→アズノールへ変更となり、本日より4/25（水）まで指示あり。
・夏坂　キミ様～14：00、外泊より帰院されている。部屋の片付けを行っていた際、独語や泣き始める事があったが、その反面、娘様に対し妙に明るく振舞ったり、強気な発言も聞かれていたとの事。継続指示薬は未使用。
・中市　正治様～臀部治癒の為、昨日で処置指示中止となる。
・栗山　ヒテ様～4/11（水）14：00退院予定。主治医より退院指示あり。また、デルトピカ軟膏１本処方となる。4/7（土）10：00～17：00、デイサービスあじさい体験利用の為、家族様より外出希望の連絡あり。主治医より許可下りている。
・木田　博暢様～臀部治癒の為、処置指示は昨日で中止。また、最近独語頻回に聞かれている為、抑肝散が７日分臨時処方となる。過鎮静となる傾向にある為、状態観察を密に行って下さい。保管していた持参薬は破棄する様指示あり。
　　　　　　　 左踵部に褥瘡（黒色期）あり、主治医へ報告。ゲーベン＋ラップ保
護処置の指示、来週の小倉Ｄｒ往診にて診て頂く様指示あり。担当スタッフは家族連絡し、体交クッションの差し入れ依頼と褥瘡発生し、当院で治療していく旨説明して下さい。
・三田　よし子様～毎週木曜日起床時のアレンドロン酸１回分が臨時処方となる。明日、忘れずに投薬して下さい。
・居ヶ内　よね様～左腸骨部治癒の為、昨日で処置中止。クエチアピン（25）１Ｔ　１×就寝前が７日分臨時処方となる。夜間の睡眠状況の確認をして下さい。大声をあげ不眠の際は、継続指示薬を使用していきましょう。
・小館　晴様～ベッド上での体動活発、転落のリスク高い為、Ｄユニット209号室の櫻井　紀子様と本日のみ試験的に部屋を交換。夜勤スタッフは観察をお願いします。
・櫻井　紀子様～臨時薬が同内容にて６日分処方となる。深夜帯にて覚醒、体動活発となる事ある為、就床前薬は20：00に投薬して下さい。夜間の睡眠状況の確認をして下さい。

・山田　テル様～臨時薬が同内容にて６日分処方となる。
・西舘　ツル様～臨時薬のミヤＢＭが止め、他同内容にて７日分処方となる。

＜要注目患者様＞
・大久保　健作様～食事や服薬の拒否は無く、他者との交流も多く見られている。希死的発言、危険行為なく経過。同室の澁谷　兼一様より私物を弄られた事で「ぶっ殺してやる！！」と易怒的となる事あり、介入している。
・坂上　忠三郎様～昨夜不眠で経過、継続指示薬服用している。日中はソファーに座り、傾眠見られている。声掛けにはすぐに開眼。歩行時のふらつきは見られずにいる。
・石橋　ヒデ子様～違和感などの不調訴えなし。昨夜はＡユニットの自室に戻られ、ぐっすりと眠れた、と表情良く話している。

・沢田　秋子様～深夜帯にて独語聞かれていたが、1：00以降は聞かれずに経過。
・三田　よし子様～昨日準夜帯にて腹痛訴えあり。傾聴しているうちに徐々に肋骨部の疼痛訴え始め、湿布貼布し対応。日中は訴え無く経過。プログラムへ参加しているが、悲観的な発言やしかめ顔をする事あり。
・居ヶ内　よね様～背部の痒み訴えている。褥瘡処置のテープかぶれある為、テープをずらして貼る様、注意して下さい。
・小向　武雄様～食事は全量摂取、歩行不安定さあり、手すりに掴まり歩いている。常時
見守り要している。深夜帯にてトイレ誘導の度に失禁している事あり。各勤務帯にて定時にトイレ誘導実施し、それでも失禁回数が減らない様であればオムツプランの変更を検討していく。
・小山　幸孝様～食事は各食1/2程度摂取。「調子が悪い。」と話すが、詳しく聞くと「大したことは無い。」と返されている。歩行不安定さあり、常時見守り、介入要している。
※小向　武雄様、小山　幸孝様２名は現在Ｃユニット206号室。転倒・転落のリスクが高
い場合は、環境調整が必要。夜勤スタッフは夜間の覚醒頻度や歩行状態の観察をお願い
します。
・水野　和子様～メイバランス朝20ｍｌ、昼60ｍｌ摂取。バイタルサインの異常無し。点滴実施するも漏れがあり中止している。13：00排尿あり。
・草間　麗子様～以前よりも体交やオムツ交換時の下肢痛軽減されており、トイレでの排泄も介助にて可能となってきている。金曜日の主治医診察時に、バルーンカテーテル抜去について相談して下さい。
・阿部　憲幸様～退院したい、と怒鳴りながら要求。本人から姉様へ電話連絡している。「来週金曜日に姉が来る。」と話されており、本人は主治医、姉様、馬場様との面談を強く希望。担当スタッフは面談調整を早急に行って下さい。
・小館　晴様～日中車椅子使用時、全身ベルトから腰ベルトへ切り替えたが、ベルトをすり抜け、車椅子上に立ち上がろうとした為中止している。
・工藤　ツイ子様～食事は数口のみ、口腔内への溜め込みや吐き出しあり。開口せず、薬をやっと飲めている状態。点滴はトラブル無く実施している。
・工藤　蓉子様～食事は自力全量摂取。不穏となる事無いが、活気も無い。声掛けにも反
応見られずにいる。
　
・西澤　信様～日中ずっと眠っており、便失禁も見られている。昼夜逆転している為、生活のリズムを整える為に日中刺激を与え、活動促して下さい。
＜ＯＴより＞
・転入時、通常であれば主治医より作業療法（老）開始の指示が出るが、主治医不在時等はＯＴスタッフが代わりに指示を出す為、ＯＴスタッフへ必ず転入の連絡をする様、徹底して下さい。転入時チェック表に欄設けています。
・大里　光子様～プログラム中、Ａユニットの栗木　フヂ様がＢユニットに来た為、Ａユニットへ戻る様声掛けしているが、栗木様より断られ、表情を硬くしている事があった。引き続き、他者とのトラブルに注意して観察していく。
